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① 現地報道に見る中国環境問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師： 環境省環境管理局総務課 

課長補佐 菊池 英弘 氏 
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② 中国における統合環境観測システムと環境

資源の脆弱性評価に関する日中共同研究 

（APEISプロジェクト）の成果 

 

 

 

 

 

 

 

講師： 国立環境研究所水土壌圏環境研究領域 

領域長 渡辺 正孝 氏 
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③ 中国の技術協力現場からの報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 師： JICA日中友好環境保全センター プロジェクトフェーズ 
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貴陽市における環境モデル都市構
想の進捗状況

2004年１０月１８日
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　H.KOYANAGI　（JICA　EXPERT）

日中友好環境モデル都市構想とは？

97年9月の日中首脳会談において提唱された

「21世紀に向けた日中環境協力」(※)
を構成する二つのプロジェクトのうちの一つ。

(※) ●日中友好環境モデル都市構想

　　　　（有償資金協力＋技術協力）

　　●百都市環境情報ネットワーク整備

　　　　（無償資金協力＋技術協力）

日中友好環境モデル都市構想とは？

↑

貴陽

重慶→・
・

北京→・

大連、重慶及び貴陽の３都市を対象

・←大連

日中友好環境モデル都市構想とは？

• 大気汚染対策を中心に、主要な汚
染源対策やモニタリング・システム
の構築を有償資金協力（円借款：約
３０７億円）を通じて支援

• 循環型社会システムの構築も視野
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日中友好環境モデル都市構想とは？

• 人づくりや制度づくりなどのソフト面
も技術協力よって支援

• モデル・ケースを作り、他の都市へ
の普及を目指す

貴陽市における取組

貴陽市の面積　約8,000km2
人口　約350万人
（市中心地の面積　約150km2
　中心地の人口　　 約100万人）

　　　　　　　　　　　　　貴陽製鉄工場　　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
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貴陽発電所　　　　　貴州セメント工場
　　　　 ↓　　　　　　　　　　 ↓

2002年一人当たりのGDP
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貴陽市全域の大気汚染物質排出量
　　　　　　　　　　　　　（注）日本のデータは固定発生源のみ
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貴陽市全域の大気汚染物質排出量
　　　　　　　　　　　　　（注）日本のデータは固定発生源のみ
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貴陽市内大気汚染の推移（継続５局）
単位：mg/m3

基準値（年平均値：SO2　0.06,　TSP 0.20,　PM10 0.10)
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貴陽市における取組

１．有償資金協力

　　　　　プロジェクトの概要

貴陽市における取組

１．有償資金協力プロジェクトの概要

・３つのモデル都市事業円借款合計
の約１／２に相当する１４５億円余
の円借款を投入

・７つのサブプロジェクトを実施
　（うち一つは自己資金により実施）

貴陽市における取組

○大規模大気汚染発生源対策のために
（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策など

（２）貴州セメント工場の粉塵対策など

（３）貴陽発電所の排煙脱硫対策など（自己資金
により実施）

○クリーンエネルギーの供給のために
（４）林東クリーン炭工場の脱硫クリーン炭設備
の建設など

（５）石炭ガス配管拡張及び貯蔵タンク建設事業
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貴陽市における取組

○監視を充実し、速やかな対策を講じるた
めに（環境管理能力の強化）

（６）大気汚染自動モニタリングシステム及び発
生源オンラインモニタリングシステムの構築

○飲用水源の水銀汚染を防止するために
（７）貴州水晶有機化学工場における水銀触媒
を利用した酢酸製造設備の廃止（水銀を使用
しない新製造設備の建設）

モデ
ル地
区

モデル
地区

（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998.8.
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（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998.8.

（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998.8.

（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策

製鉄工場の門前　　　　　　　　　　　1998.8.

（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003.11.
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（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004.7.

（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004.7.

期待される大気汚染物質削減量

• 二酸化硫黄（ＳＯ２）　約8,600　ｔ/year
　　　　　　　　　　　　　　（削減率84％）

・煤塵＋粉塵　　　　　　約750　ｔ/year
　　　　　　　　　　　　　　（削減率92％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴陽市資料による

期待される大気汚染物質削減量
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（２）貴州セメント工場の粉塵対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998.8.

（２）貴州セメント工場の粉塵対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998.8.

（２）貴州セメント工場の粉塵対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003.7.

（２）貴州セメント工場の粉塵対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003.7.
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（２）貴州セメント工場の粉塵対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003.11.

（２）貴州セメント工場の粉塵対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003.11.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）貴州セメント工場の粉塵対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003.11.

（２）貴州セメント工場の粉塵対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　2004.7.
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（２）貴州セメント工場の粉塵対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　2004.7.

期待される大気汚染物質削減量

• 二酸化硫黄（SO2)　約3,900　t/year
　　　　　　　　　　　　　（削減率84％）

・ 煤塵＋粉塵　　　　　約9,500 　t/year
　　　　　　　　　　　　　（削減率96％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴陽市資料による

　

期待される大気汚染物質削減量
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（３）貴陽発電所の排煙脱硫対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998.8.
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（３）貴陽発電所の排煙脱硫対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004.7.

期待される大気汚染物質削減量

• 二酸化硫黄（SO2)　約102,800t/year
　　　　　　　　　　　　　（削減率94％）

・ 煤塵＋粉塵　　　　　約33,400 t/year
　　　　　　　　　　　　　（削減率93％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴陽市資料による

期待される大気汚染物質削減量
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（４）林東クリーン炭工場の脱硫クリーン炭
　　　設備の建設　　　　　　　　　　1998.8.
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（５）石炭ガス配管拡張及び
貯蔵タンク建設事業

石炭ガス製造炉　　　　　　　　　1998.8.

（５）石炭ガス配管拡張及び
貯蔵タンク建設事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003.11.

（６）大気汚染自動モニタリングシステム及
び発生源オンラインモニタリングシステム
　の構築　　　　　　　　　　　　　　　　
1998.8.
　　　　　

（６）大気汚染自動モニタリングシステム及
び発生源オンラインモニタリングシステム
の構築　　　　　　　　　　　　　　　2004.2.
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（６）大気汚染自動モニタリングシステム及
び発生源オンラインモニタリングシステム
の構築　　　　　　　　　　　　　　　2004.7.

（７）貴州水晶有機化学工場における水銀
触媒を利用した酢酸製造設備の廃止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998.8.

（７）貴州水晶有機化学工場における水銀
　　触媒を利用した酢酸製造設備の廃止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998.8.

　　　　　　↓排水路に流れている水銀粒

（７）貴州水晶有機化学工場における水銀
　　触媒を利用した酢酸製造設備の廃止

排水処理装置　　　　　　　　　　　1998.8.
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（７）貴州水晶有機化学工場における水銀触
媒を利用した酢酸製造設備の廃止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2003.8.

（７）貴州水晶有機化学工場における水銀
触媒を利用した酢酸製造設備の廃止

（新製造設備の建設）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　2004.7.

貴陽市における取組

　モデル都市事業実施により期待さ
れる効果（プロジェクト対象モデル地区140km2内）

• 二酸化硫黄（SO2)総削減量　163,500t/year
　　　　　　　（1996年203,000ｔ　　削減率81％）

• 煤塵＋粉塵総削減量　57,000t/year
　　　　　　　（1996年86,000ｔ　　　削減率66％）

• その他　二酸化炭素（CO2)、排水の削減　　　
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴陽市資料による
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1996年排出量との比較（二酸化硫黄）
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1996年排出量との比較（煤塵＋粉塵）
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1996年排出量との比較（煤塵＋粉塵）
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貴陽市における取組

２．技術協力による支援の概要

・人づくり、制度づくり等ソフト面で
の協力

貴陽市における取組

２．技術協力による支援の概要
（１）貴陽市大気汚染対策計画調査の実施
　（2003.2.～2004.10.：JICAによる開発調査）

（２）JICA専門家「環境モデル都市構想推進

専門家」の派遣による支援

（３）企業における自主的環境管理対策推進
の支援

（４）循環型社会システム構築の支援
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貴陽市における取組

（１）貴陽市大気汚染対策計画調査の実施

　（2003.2.～2004.10.：JICAによる開発調査）

・貴陽市の大気汚染防止対策の
マスタープラン作成を支援

シミュレーション
範囲

シミュレーション
範囲

2003年2月開始
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（１）貴陽市大気汚染対策計画調査の実施
（２）JICA専門家「環境モデル都市構想

推進専門家」の派遣による支援
• 環境モデル都市事業の総合的推進に関して
指導・助言

• 企業環境保護監督員制度の推進支援

• 循環型社会システムの構築支援

• 他の協力スキーム等（NGO等による協力も

含む）との連携・調整を行い、効率的・効果的
な協力を実施

• モデル都市事業のフォローアップ・記録・広報

• モデル都市事業推進のためのセミナー開催

　 など

「環境モデル都市構想推進専門家」の活動 「環境モデル都市構想推進専門家」の活動
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「環境モデル都市構想推進専門家」の活動
貴陽市における取組

（３）企業における自主的環境管理対策推
進の支援

・ 貴州省、貴陽市、企業から５年間(2000～
2004）で計８名の研修員を日本に派遣し、日

本の公害防止管理者制度等企業環境管理
等の制度を研修

　（JICAの「中国国別特設・公害防止管理者制

度研修」を活用）

・ 貴陽市大気汚染対策計画調査の中でも支援

貴陽市における取組

（成果）

2003年５月、国家環境保護総局より

　「企業環境保護監督員制度の試行」に関する
通知が発せられ、貴陽市が５つの試行都市
の一つに選ばれる。

　　→現在３つの企業で試行作業を実施中

　　　・貴州セメント工場

　　　・貴陽発電所

　　　・貴陽たばこ工場

○試行作業の実施を支援

開発調査団による研修会

訪日研修員の帰国報告会

貴州省環境保護局研修員 貴陽市環境保護局研修員
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（４）循環型社会システム構築の支援

• 2002年5月、国家環境保護総局より全

国で初めての

　「循環経済型生態建設試点都市」

　に指定される。

貴陽市における取組

（４）循環型社会システム構築の支援

• セミナー・研修会の開催等によるキャパ
シティビルディングの実施

• 現地調査等による指導

貴陽市における取組

（成果）

・貴陽市循環経済都市建設総合計画
の作成

・貴陽市循環経済都市建設条例策定

（2004年秋頃成立予定）

貴陽市における取組

貴陽市全域の大気汚染物質排出量の推移は？　　
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モデル都市事業の成果は？　　　　　　　　
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貴陽市全域の大気汚染物質排出量の推移は？　　
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貴陽市内大気汚染濃度の推移（単位：mg/m3）は？
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モデル都市事業の成果は？　　　　　　　　
　　　　　

貴陽市内大気汚染濃度の推移（単位：mg/m3）は？
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モデル都市事業の成果は？　　　　　　　　
　　　　　

謝謝!!

不客气!!
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日中友好環境保全センターにおけ
る協力の最新の取組状況
（政策制度支援の強化）

2004年10月18日

日中友好環境保全センター

チーフアドバイザー　小柳秀明

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

ホップ

ステップ
ジャンプ

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

無償資金協力によるセンター建物の建設

１９８８年　日中両国首脳間で

　　　　　　「日中友好環境保全センター」

　　　　　　の建設について合意

　（日中平和友好条約締結10周年を記念）

１９９６年　完成

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

1992年日中友好環境保全センター定礎式
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１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

1996年日中友好環境保全センター落成式 技術協力プロジェクトの実施

（１）技術協力プロジェクトフェーズⅠ

　　（1992-1995）
　　　「センターの核となる人材の育成」

　　→センター発足時の組織の基礎固め

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

技術協力プロジェクトの実施

１９９６年

　中国国家環境保護局の直属機関と
してセンターが正式に発足

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

技術協力プロジェクトの実施

（２）技術協力プロジェクトフェーズⅡ

　　（1996-2001）
　　同フォローアップ（2001-2002）
　　　「センターの基礎的な

　　　　　　　　　　　　　　　　能力建設」

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

　　　　　キャパシティ・ビルディング」
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技術協力プロジェクトの実施

　　　・環境モニタリング

　　　・公害防止技術研究

　　　・環境政策研究

　　　・人材育成研修

　　　・環境情報の整備

など多方面にわたる協力を展開

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

技術協力プロジェクトの実施

（３）技術協力プロジェクトフェーズⅢ

　　（2002-2006）
（目標）

　センターが中国の環境保全上の重要課題の

解決に指導的役割を発揮し、

→協力の成果が広く中国国内に展開され、中国
各地方の環境問題の改善に寄与する

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

技術協力プロジェクトの実施

（３）技術協力プロジェクトフェーズⅢ

　前期２年間（2002-2004）の重点協力課題

①広域的な広がりを持つ大気汚染問題への対
応（黄砂、酸性雨、粒子状物質）

②環境管理水準の向上のための対応
（ISO14000、公害防止管理者制度、地方環境

保護局長研修）

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史

技術協力プロジェクトの実施

（３）技術協力プロジェクトフェーズⅢ

　前期２年間（2002-2004）の重点協力課題

③ダイオキシン等新たな脅威となっている化学
物質への対応（ダイオキシン、環境ホルモン、
室内汚染）

④西部大開発地域の環境保護への対応

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史
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技術協力プロジェクトの実施

（３）技術協力プロジェクトフェーズⅢ

　後期２年間（2004-2006）の活動

Ⅰ．重点課題に対する協力の実施

（中国の環境保全上の重要課題に対する協力）

○政策・制度支援領域

○技術移転支援領域

Ⅱ．一般課題に対する協力の実施

１．日中友好環境保全センターへの協力の歴史
２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

Ⅰ．重点課題に対する協力の実施
（中国の環境保全上の重要課題に対する協力）

１．政策・制度支援領域

（１）循環型経済（循環型社会形成）の推進

１）中国の国情にあった循環型経済政策・制度等
のあり方に関する研究

２）循環型経済に関する訪日研修、国内研修等
の実施

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（２）企業環境保護監督員制度の推進

○1998年以来協力を継続

○日本の公害防止管理者制度を参考にし、中
国の国情にあった企業環境管理のあり方に
ついて検討

○２００３年５月　国家環境保護総局

　「企業環境保護監督員制度の試行に関する
通知」

　→５都市の２８企業で試行実施中
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２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（２）企業環境保護監督員制度の推進

１）制度の恒久的な立法化に向けての課題研
究

２）監督員等の能力向上のための研修等の実
施

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（３）環境保護基本法制定に関する研究の推進
（新規）

１）基本法制定に関するニーズ等の分析

２）日本等先進国における基本法の制定状況
に関する研究など

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（４）環境影響評価法実施細則（住民参加細則）
作成の支援（新規）

１）日本における実施事例の研究（訪日調査）

２）専門家による指導など
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２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（５）中西部地域生態環境保護政策の立案支
援

○内蒙古自治区の湿地を事例とした湿地情報
提供システム案の構築など

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（６）環境モデル都市構想推進の支援

○１９９７年に、日中両国首脳間で提唱された
プロジェクト

○大連、重慶及び貴陽の３都市を対象

○大気汚染対策を中心とした主要な汚染源対
策、モニタリングシステムの構築等を有償資
金協力を通じて支援

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（６）環境モデル都市構想推進の支援

○人づくり、制度づくりなどのソフト面も技術協
力により支援

○成功のモデルケースを作り、他の都市への
普及を目指す

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（６）環境モデル都市構想推進の支援

○プロジェクトでは、

１）モデル都市における人づくりや制度づくりを
支援

２）モデル都市で展開される様々な日中環境協
力事業を支援
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２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

２．技術移転支援領域

（１）ダイオキシン分析技術支援

１）ダイオキシン分析実験室の整備支援

２）分析技術能力向

上のためのセミナー、

訪日研修等の実施

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（２）ＰＯＰｓ分析技術移転

１）ＰＯＰｓ（残留性有機汚染物質）測定に関する
精度管理

２）中国の幾つかの地域における環境調査

３）分析技術移転セミ

　　ナー等の実施

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（３）黄砂を含む都市大気中粒子状物質発生源
の解析研究等の推進
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２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（３）黄砂を含む都市大気中粒子状物質発生源
の解析研究等の推進

黄砂問題について、

１）レーザーレーダーを活用したデータ収集・解
析

２）黄砂発生源に係る地上データ収集、解析

３）黄砂問題に関する他の協力スキームとの連
携支援

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（３）黄砂を含む都市大気中粒子状物質発生源
の解析研究等の推進

都市大気中の粒子状物質について、

１）粒子状物質の採取、分析、発生源解析技術
研究

２）幾つかの地方都市での発生源解析

３）解析技術移転セミナーの実施

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（４）固体廃棄物再資源化研究の推進（新規）

　セミナー、訪日研修等により日本の再資源化
技術等を広く紹介

→中国における廃

　棄物再資源化研

　究を支援

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（４）固体廃棄物再資源化研究の推進（新規）

　セミナー、訪日研修等により日本の再資源化
技術等を広く紹介

→中国における廃

　棄物再資源化研

　究を支援
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２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

Ⅱ．一般課題に対する協力の実施
１．フェーズⅢ前期重点協力課題のフォローアッ
プ

（１）酸性雨モニタリング能力の向上

○フェーズⅡ以来の支援の成果として、

　北京、重慶、西安、アモイ、珠海など核となる
都市のモニタリング能力が大きく向上

○しかしながら、その他の地方都市ではなおト
レーニングが必要

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（１）酸性雨モニタリング能力の向上

従って、引き続き

１）分析技術精度管理

２）モニタリング技術向上のための現地国内研
修の実施

また、

３）中国酸性雨モニタリングネットワークと

　　東アジア酸性雨モニタリングネットワーク

　　との連携を支援

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

（２）地方環境保護局長就任研修支援

○国家環境保護総局(SEPA)では、2001年から

　日中友好環境保全センターにおいて

　地方政府の就任間もない環境保護局長等に

　対する就任研修を実施

→プロジェクトでは、長期専門家を講師として派
遣するなど支援

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

Ⅱ．一般課題に対する協力の実施
２．他のJ ICAスキームによる協力との連携・

支援

○プロジェクトでは、J ICAが実施する様々な

環境協力事業をサポート

○また、これらの事業をプロジェクトの重点協
力課題と連携させ、効果的に実施
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２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

Ⅱ．一般課題に対する協力の実施
２．他のJ ICAスキームによる協力との連携・支援

（１）現地国内研修「二酸化硫黄及び酸性雨対策
技術研修」

（２）中国国別特設「中国公害防止管理者制度研
修」

（３）第三国研修「アジア地域環境保護能力向上」

（４）開発調査「貴陽市大気汚染対策計画調査」

（５）個別派遣「環境分野における資金協力連携」
など

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

Ⅱ．一般課題に対する協力の実施
３．その他の協力の実施

○以上に紹介した協力以外にも

　今後協力の要請があった場合には、

　プロジェクトで対応可能な範囲内において

　長期専門家を中心として

　協力を展開

２．プロジェクトフェーズⅢ後期活動の概要

Ⅱ．一般課題に対する協力の実施
３．その他の協力の実施

（実施例）

（１）中国環境ラベル(ISO14020)に関する支援

　→ISO14020環境ラベルシリーズ基準国際セミ

ナーの開催支援

（２）日中環境化学学会開催支援

　など。。。
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J ICAプロジェクトフェーズⅢ

　日本専門家チーム

小柳秀明 貴戸　東 皆川新一 沢田博美 高橋元喜

苑　恒春 邸　捷 孟　梅 森　尚樹
個
別
派
遣
専
門
家

J ICAプロジェクトフェーズⅢ

　日本専門家チーム

小柳秀明 貴戸　東 皆川新一 沢田博美 高橋元喜

苑　恒春 邸　捷 孟　梅 森　尚樹
個
別
派
遣
専
門
家

どうぞよろしくお願い
申し上げます。　　　一同
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環境モデル都市構想について 
                              2004.8.20. 
 
１．環境モデル都市構想とは 
 97年9月の日中首脳会談において提唱された「21世紀に向けた日中環境協力」

を構成する二つのプロジェクト
（注）

のうちの一つ。 

本プロジェクトは、大連、重慶及び貴陽の三都市を対象にして、大気汚染対

策を中心として循環型社会システムを築くために主要な汚染源対策やモニタリ

ング・システムの構築を、有償資金協力（円借款）を通じて支援するとともに、

人づくりや制度づくりなどのソフト面も技術協力よって支援しモデル・ケース

を作り、それを他の都市に普及しようとするプロジェクト。 
（注）もう一つは、百都市環境情報ネットワーク整備（無償資金協力） 
 
２．貴陽市で実施しているモデル都市構想に係る有償資金協力事業等 
（１）貴陽製鉄工場の建屋集塵対策等 
 

（２）貴州セメント工場の粉塵対策等  
 

（３）貴陽発電所の排煙脱硫対策等（自己資金により実施） 
 

（４）林東クリーン炭工場の脱硫クリーン炭設備の建設等 
 

（５）石炭ガス配管拡張及び貯蔵タンク建設事業 

 

（６）大気汚染自動モニタリングシステム及び発生源オンラインモニタリング

システムの構築 

 

（７）貴州水晶有機化学工場における水銀触媒を利用した酢酸製造設備の廃止

（水銀を使用しない新製造設備の建設） 
 
３．技術協力による支援（人づくり制度づくり等ソフト面での協力） 
（１）貴陽市大気汚染対策計画調査の実施 

(2003.2-2004.10.：ＪＩＣＡによる開発調査) 
 

（２）ＪＩＣＡ専門家「環境モデル都市構想推進専門家」に派遣による支援 

 

（３）企業における自主的環境管理対策推進の支援 

 

（４）循環型社会システム構築の支援 
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